
  

  

奨学金情報（高等学院生徒用） 

 高等学院における奨学金制度は、早稲田大学および高等学院独自の学内奨学金をはじめ、生徒・保護者の在住都

道府県の育英事業による奨学金、地方公共団体・民間団体（財団法人等）による奨学金があり、経済的理由で就学

困難な生徒を支援して、教育の機会均等を図ることを目的としています。 

なお学内奨学金には学業成績と家計に設けられている一定の基準を満たす（「基準内」である）ことが選考要件

となっているものと、家計が（「基準内」である）ことが条件のものがあります。希望者が募集人数を上回る場合

には「基準内」であっても採用されないことがありますのでご注意ください。 

 

 ※書類の作成・準備には時間がかかります。余裕をもって早めに準備してください。 
 

 

１．学内奨学金  

（１）募集奨学金： 下表「2022年度募集予定の学内奨学金等」を参照（申請奨学金を選択することはできません）。 

（２）募集時期： 年２回 － 春季（５月）と秋季（９月）※１年生の申請時期は、秋季（９月）に限られます。 

    ・ 春季（５月）募集  新２・３年生を対象   

    ・ 秋季（９月）募集  全学年を対象 

 

2022年度募集予定の学内奨学金等       ※すべてが返還不要の給付型（１年限りの単年度支給）です。 

名 称（募集時期） 金額・対象 募 集 人 数 内 容 

大隈記念奨学金 ◎ 
年額400,000円 

2・3年生（原級経験者不可 

4名 

（ 各 学 年 ２ 名 ） 

早稲田大学の創立者大隈重信を記念し、建学の精神を 

顕揚して、人材の育成に資することを目的とする奨学 

金で、学業成績を重視して選考します。 

小野梓記念奨学金 ＊ 

（2・3年生：春／1年生：秋） 
年額300,000円 

1～3年生（原級経験者不可） 

19名 

（各学年 6名） 

早稲田大学創立当初の功労者小野梓を記念し、修学上

特に経済的に困難な生徒を援助することを目的とし

ます。家計状況を重視して選考します。 

校友会給付一般奨学金 ＊ 

（秋季） 
年額300,000円 

1～3年生（原級経験者不可） 
6名 

早稲田大学卒業生で組織する校友会の寄付からなる

奨学金で、経済的に修学困難でかつ学業成績優秀な生

徒を採用します。 

早稲田カード奨学金 ＊ 

（秋季） 
年額300,000円 

1～3年生（原級経験者不可） 

3名 

（各学年 1名） 

校友が利用した早稲田カードの手数料還元金からな

る奨学金で、経済的に修学困難な生徒を採用します。 

早大生協給付奨学金 ＊ 

（秋季） 
年額300,000円 

1～3年生（原級経験者不可） 
1名 

早稲田大学生活協同組合からの寄付からなる奨学金

で、経済的に修学困難な生徒を採用します。 

高等学院 

奨学金 

一般 ＊ 

（秋季） 
年額300,000円 

1～3年生 
4名以内 

高等学院卒業生の保護者が学債の利息を寄付され、こ

れに多くの卒業生と保護者の寄付、さらに一般篤志家

からの寄付を合わせて設立されました。 

※家計急変者対象枠では、家計急変（原則主たる家計

支持者の死亡）により緊急の経済援助を必要とする

生徒を対象とします。 

家計急変 
（随時） 

採用時期により決定 

1～3年生 
随時決定 

高等学院同窓会給付 

奨学金（秋季 ） 
半期授業料相当額 

1～3年生 
随時決定 

高等学院同窓会が経済的援助を必要とする生徒の救

済を目的として設置した奨学金です。家計急変等で緊

急の経済援助を必要とする生徒を対象とします。 

 ◎ 成績要件のみで選考。申請の必要はありません。 

 

 

＊ 学内奨学金の所得基準（限度額） 

 

父母の所得の種類（給与・それ以外の所得）・家族構成（就学者の人数・学校種類等）・通学形態（自宅・ 

自宅外）・その他の事情を考慮した上で、所得基準（限度額）が定められています。４人家族（父・母・本人 

・弟＜中学校＞）のモデルケースでの目安は以下のとおり。 

 

   世帯収入 ※課税前 給与所得の場合  約500万円／それ以外の所得の場合  約130万円 

 

 


